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▼

テレビ学習メモ

 高校講座・学習メモ

学習のねらい

 ポイント
物質の状態変化　　 粒子の熱運動　　 粒子間の力

あらゆる物質は，温度や圧力によって固体，液体，気体といういずれかの状態をとります。こ
のような三つの状態を「物質の三態」といいます。物質の三態や，これらの状態変化には，それ
ぞれどのような違いがあるのでしょうか。物質を構成する粒子の視点から，物質の三態とそれら
の変化を理解できるようになることがねらいです。状態変化は，物質そのものが変化するのでは
ありません。粒子の熱運動や粒子間の力に着目し，それぞれの状態を説明できるように学んでい
きましょう。

第３回

物質の三態 講師

渡部智博

 物質の状態変化

身の回りにある物質（鉄製フライパン，消毒用のアルコール，酸素スプレー，ヘリウム入り
の風船，氷水）を，固体，液体，気体に分けてみよう。

今回のキーワード

※答えは番組を見て確認しよう！

Ｑ　この５つの物質を固体・
　液体・気体に分けると？

個体：

液体：

気体：

物質の三態，状態変化，固体，液体，気体，融解，凝固，蒸発，
沸騰，昇華（凝華），融点，凝固点，沸点，セルシウス温度，

熱運動，拡散，粒子間の力（分子間力），表面張力
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▼

 高校講座・学習メモ

3　物質の三態

さらに，例えば自然現象の中の白く輝く「ダイヤモンドダスト」やかやぶき屋根から湯気が
上がる現象を，物質の三態の状態変化から説明することができるだろうか。

　白く光る「ダイヤモンドダスト」

　かやぶき屋根（合掌造り）

　　　　　　　　　　　

水の状態変化では，０℃より低い氷を温めると温度が上昇し，０℃の温度を保ちながら固体
の氷が液体の水に融解する。純物質である水の融点は一定であることがわかる。
さらに加熱を続けると，すべて液体になると再び温度が上昇し，100℃で沸騰する。やはり
沸点は一定の温度である。日常生活でよく使われている「セルシウス温度」は，この水の融点
と沸点を基準にして決められている。

※答えは番組を見て確認しよう！
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▼

 高校講座・学習メモ

3　物質の三態

ドライアイス（二酸化炭素　固体）を使った実験の様子　

粒子の熱運動

物質を構成する分子などの粒子は，不規則な熱運動をしている。
◦固体では，一定の位置を中心にごくわ
ずかに振動している。

◦液体では，粒子の熱運動が固体より活
発になるので，配列が乱れてくる。

◦気体の粒子の熱運動はさらに激しくな
るので空間を自由に動きまわるよう
になる。

例えば，空気より重い二酸化窒素（褐色）の入った容器を上，空気の入った容器を下にする
と，どのような変化が見られるだろうか。また，二酸化窒素を下，空気を上にすると，どのよ
うな変化が見られるだろうか。実験の結果は，番組で確認しておこう。

空気より重い二酸化窒素（褐色）を，空気が入ったびんの上または下にした状態でフタを外して実験　

また，熱運動によって，物質が自然に広がっていく現象を「拡散」という。

このような物質の状態変化を考えるとき，大事なのは『物質の状態が変わっても，同じ物質』
だということ。例えば，二酸化炭素の固体であるドライアイスを，袋をつないだ試験管に入れ，
お湯で温めたり，液体窒素で冷やすと，どのような変化が見られるだろうか。また，鉄を鋳

い
型
がた
に

流し込んだり，花の香り成分を分離するとき，物質の状態はどのように変化しているのだろうか。
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▼

 高校講座・学習メモ

3　物質の三態

 粒子間の力

物質には，熱運動で拡散するだけでなく，水滴のようにまとまる現象も知られている。例えば，
試験管の口まで水で満たし，さらに追加すると，試験管の縁より盛り上がるまで水を注ぐことが
できる。粒子間に力が働いているから試
験管の縁より盛り上がるのだ。同様の実
験をエタノールでやってみると，水ほど
ではない。なぜこのような現象が起こる
のだろうか。水とエタノールでは，粒子
間の力に違いがあり，そのため液面の盛
り上がり方が違っているのだ。

粒子どうしが引き合う力の比較実験　

まとめ 物質の三態
物質は，温度と圧力に応じて，固体，液体，気体のいずれかの状態をとります。状

態が変化しても，その物質であることに変わりはありません。そして，このような物
質の三態の変化が起こるのは，粒子の不規則な動きである熱運動があるからであり，
粒子間の力があることから，粒子どうしが離れたり離れなかったりするのです。物質
の状態変化では，『熱運動』と『粒子間の力』の両方を考えることが重要になります。

★自分で “探究” してみよう！
水は，地球上のあらゆるところに存在しています。水道の蛇口を開けば水が出てきます。
ゴクゴクと飲んだ水は，汗や尿として排泄されます。風呂の水や食器を洗った水，米のとぎ汁は
下水道に流れていきます。再び水道の蛇口をひねって出てくる水になるまで，水は三態変化を繰り
返しながら再び水道水となって戻ってきます。
私たちの身の回りにある「水」を，固体・液体・気体という三つの状態に分けてみよう。


